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○龍郷町水道事業給水条例施行規程 

平成29年12月15日訓令第９号 

龍郷町水道事業給水条例施行規程 

目次 

第１章 総則（第１条） 

第２章 給水装置（第２条―第12条） 

第３章 給水（第13条―第18条） 

第４章 使用料及び手数料（第19条―第26条） 

第５章 取締り（第27条・第28条） 

第６章 貯水槽水道（第29条） 

附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は、龍郷町水道事業給水条例（平成29年龍郷町条例第22号。以下「条例」という。）

第40条の規定により、条例の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

第２章 給水装置 

（新設等の申込み） 

第２条 条例第５条の規定により給水装置の新設、改造、修繕又は撤去の申込みをしようとすると

きは、給水装置工事申込書（別記第１号様式）による。 

（工事店の工事申請等） 

第３条 条例第６条ただし書の規定により給水装置の設計及び工事の施行の承認を受けようとする

ときは、給水装置工事設計・施行承認申請書（別記第２号様式）による。 

２ 条例第６条ただし書の規定により給水装置工事の施行を承認するときは、給水装置工事施行承

認書（別記第３号様式）による。 

（工事検査の申請） 

第４条 条例第７条第２項の規定により工事検査を受けようとするときは、工事検査申請書（別記

第４号様式）による。この場合において、申請者は、当該工事のしゅん工図を添付しなければな

らない。 

（材料検査の申請等） 

第５条 条例第７条第２項の規定により材料検査を受けようとするときは、材料検査申請書（別記
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第５号様式）による。 

２ 材料検査は、町が指定する場所で行う。 

（利害関係人の同意書） 

第６条 条例第７条第３項に規定する利害関係人の同意書は、給水装置工事申込書（様式第１）に

よる。 

（構造及び材質の基準） 

第７条 構造及び材質の基準については、条例第８条に定めるもののほか、給水装置、排水設備設

計施行基準に定める。 

（工事費の算出方法） 

第８条 条例第９条第１項各号に規定する費用は、次の各号に掲げる区分に従い、当該各号に定め

るところにより算出した額の範囲内とする。 

(１) 材料費 当該材料の購入価格、時価等を基準とした価格に所要の数量を乗じて得た額 

(２) 労力費 職種別賃金日額に所要歩掛を乗じて得た額 

(３) 路面復旧費 道路管理者が定める路面復旧単価に復旧面積を乗じて得た額 

(４) 間接経費 材料費、労力費及び路面復旧費の合計額に100分の25以内を乗じて得た額 

（代理人の選任及び変更） 

第９条 条例第14条の規定により代理人を選任したときの届出は、代理人選任届（別記第６号様式）

による。 

２ 代理人を変更したとき、又は代理人の住所若しくは氏名に変更があったときの届出は、代理人

変更届（別記第７号様式）による。 

（代理人の変更命令） 

第10条 前条の代理人の変更を命ずるときは、代理人変更命令書（別記第８号様式）による。 

（給水装置の所有権取得届出） 

第11条 給水装置の所有権を取得したときの届出は、給水装置所有権取得届（別記第９号様式）に

よる。 

（給水装置に異状があるときの届出） 

第12条 条例第20条の規定による給水装置に異状があるときの届出は、給水装置異状届（別記第10

号様式）による。 

第３章 給水 

（給水の申込み及び承認） 
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第13条 条例第13条の規定により給水の申込みをしようとするときは、給水申込書（別記第１号様

式）による。 

２ 条例第13条の規定により給水の申込みを承認するときは、給水承認書（別記第11号様式）によ

る。 

（給水開始、休止又は廃止の届出） 

第14条 条例第18条第１項第１号の規定により、水道の使用を開始し、休止し、又は廃止する場合

の届出は、（別記第12号様式）による。 

（水道使用者の氏名等の変更届） 

第15条 条例第18条第２項第１号の規定により、水道使用者の氏名若しくは名称又は住所に変更が

あったときの届出は、水道使用者等氏名変更届（別記第13号様式）による。 

（給水装置の所有者等の変更届） 

第16条 条例第18条第２項第２号の規定により、給水装置の所有者の氏名若しくは名称又は住所に

変更があったときの届出は、給水装置の所有者等の変更届（別記第14号様式）による。 

（消火栓の使用届） 

第17条 条例第18条第２項３号の規定により、消火栓を消防に使用したときの届出は、消火栓使用

届（別記第15号様式）による。 

（消火演習のため消火栓を使用するときの届出） 

第18条 条例第18条第１項第３号の規定により、消火栓を消火演習のため使用するときの届出は、

消火栓消防演習使用届（別記第16号様式）による。 

第４章 使用料及び手数料 

（使用水量の測定） 

第19条 条例第24条の規定による定例日は、別に定める。 

２ 水道事業の管理者の権限を行う町長（以下「管理者」という。）は、量水器により給水量を測

定したときは、その都度使用水量を水道使用者に通知する。 

３ 量水器の指示量に１立方メートル未満の端数があるときは、測定の翌日に繰り越して計算する。

ただし、水道の使用を中止し、又は廃止した場合において、検針による指示量に１立方メートル

未満の端数があるときは、これを１立方メートルとして計算する。 

（使用水量の認定） 

第20条 条例第25条の規定による使用水量の認定は、前２箇月又は前年度同期の使用水量を基礎に

して行うものとし、その計算方法は、管理者が別に定める。 
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（使用の休止又は廃止の届出のない場合の料金） 

第21条 条例第18条第１項第１号の規定による水道の使用の休止又は廃止の届出がない場合におい

ては、水道を使用しない場合であっても基本料金を徴収する。 

（料金の納入期限等） 

第22条 料金の納入期限は、次に定めるところによる。 

(１) 口座振替による料金の納入期限は、毎月、月末とし、その日が休日のときは繰り下げるも

のとする。 

(２) 集金の方法による料金の収納は、月末までとする。 

（受水槽以下の装置の検査） 

第23条 管理者は、必要があると認めるときは、受水槽以下の装置の所有者に対して受水槽以下の

装置の検査をすることができる。 

２ 前項の検査のため必要があるときは、工事施行者又は給水装置所有者に対し、設計書及び図面

等の提出を求めることができる。 

（公設消火栓その他の水道施設からの臨時給水） 

第24条 公設消火栓その他の水道施設から臨時に給水を受けようとする者は、臨時給水許可申請書

（別記第17号様式）を管理者に提出し、その許可を受けなければならない。 

２ 管理者の許可を得て公設消火栓その他の水道施設を使用するときは、管理者の指定する水道事

業職員の立会いの上、行わなければならない。 

３ 規定時間外において、水道事業職員の立会いを必要とするときは、その所要実費額を徴収する。 

４ 条例第27条第２項の規定による臨時給水の概算料金の算定方法は、公設消火栓その他の水道施

設が設置されている配水管の水圧、口径及びホースの長さ等を基準にして使用水量を推定する。 

（手数料） 

第25条 条例第29条第５号の規定による開閉栓手数料は、新設工事の場合に限り免除するものとす

る。 

２ 水質検査手数料は、次に掲げる区分により徴収する。 

(１) 月例検査 １件につき3,000円 

(２) １項目検査 １回につき300円 

（料金及び手数料の免除等） 

第26条 条例第31条の規定による料金及び手数料の減額又は免除を受けようとするときは、減免申

請書（別記第18号様式）による。 
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第５章 取締り 

（給水停止の通知） 

第27条 条例第33条の規定により管理者が給水の停止をするときは、給水停止通知書（別記第19号

様式、別記第20号様式）による。 

（給水停止の方法） 

第28条 条例第33条の規定による給水の停止は、給水栓の封印、止水栓・制水弁の阻止若しくは量

水器の撤去又は配水管との連絡を切断することによって行う。 

第６章 貯水槽水道 

（簡易専用水道以外の貯水槽水道の管理等） 

第29条 条例第39条第２項の規定による簡易専用水道以外の貯水槽水道の管理及びその管理の状況

に関する検査の受検は、次に定めるところによるものとする。 

(１) 次に掲げる管理基準に従い、管理すること。 

ア 水槽の清掃を１年以内ごとに１回、定期に行うこと。 

イ 水槽の点検等有害物、汚水等によつて水が汚染されるのを防止するために必要な措置を講

ずること。 

ウ 給水栓における水の色、濁り、臭い、味その他の状態により供給する水に異常を認めたと

きは、水質基準に関する省令（平成15年厚生労働省令第101号）の表の上欄に掲げる事項のう

ち必要なものについて検査を行うこと。 

エ 供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知つたときは、直ちに給水を停止し、

かつ、その水を使用することが危険である旨を関係者に周知させる措置を講ずること。 

(２) 前号の管理に関し、１年以内ごとに１回、定期に、水道法（昭和32年法律第177号）第34

条の２第２項に規定する地方公共団体の機関若しくは厚生労働大臣の指定する者又は（衛生行

政の）長が認める者による給水栓における水の色、濁り、臭い、味に関する検査及び残留塩素

の有無に関する水質の検査を受けること。 

附 則 

この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

別記 

第１号様式（第２条、第６条、第13条関係） 
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第２号様式（第３条関係） 

 

第３号様式（第３条関係） 
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第４号様式（第４条関係） 
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第５号様式（第５条関係） 
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第６号様式（第９条関係） 
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第７号様式（第９条関係） 
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第８号様式（第10条関係） 
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第９号様式（第11条関係） 
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第10号様式（第12条関係） 
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第11号様式（第13条関係） 
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第12号様式（第14条関係） 
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第13号様式（第15条関係） 
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第14号様式（第16条関係） 
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第15号様式（第17条関係） 
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第16号様式（第18条関係） 
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第17号様式（第24条関係） 
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第18号様式（第26条関係） 

 

第19号様式（第27条関係） 
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第20号様式（第27条関係） 
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